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は
じ
め
に

『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
紀
要
』
二
〇
号
～
二
五
号
で
は
広
橋
綱
光
（
一
四
三
一
―

七
七
）
の
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
か
ら
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
ま
で
の
暦
記
の

翻
刻
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
二
六
号
よ
り
再
び
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
日
次
記
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。
今
号
で
は
宝
徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
六
月
記
に
加
え
、
関
係
が

深
い
別
記
二
点
を
翻
刻
す
る
。
本
記
の
概
略
に
つ
い
て
は
二
〇
号
を
参
照
し
て
頂
き

た
い
。

こ
の
年
の
将
軍
は
足
利
義
政
、
天
皇
は
後
花
園
天
皇
で
あ
る
。
綱
光
は
二
〇
歳

で
、
位
階
は
正
五
位
上
、
官
職
は
蔵
人
・
権
右
中
弁
・
右
兵
衛
佐
で
あ
っ
た
。

　

今
回
翻
刻
分
か
ら
目
立
つ
出
来
事
を
摘
記
す
る
と
、
ま
ず
六
月
の
祇
園
祭
で
、
四

条
橋
の
再
建
の
願
主
の
懇
望
に
よ
っ
て
、
神
幸
が
四
条
橋
の
上
を
通
る
よ
う
コ
ー
ス

変
更
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
同
月
に
、
将
軍
義
政
の
執
奏
に
よ
り
、
故
裏

松
義
資
（
義
政
の
母
重
子
の
兄
）
に
正
二
位
・
権
大
納
言
が
追
贈
さ
れ
た
。
同
月
後

半
に
な
る
と
、
翌
七
月
五
日
に
予
定
さ
れ
た
義
政
の
直
衣
始
の
準
備
が
本
格
化
す

る
。
そ
の
申
沙
汰
は
本
来
、
武
家
伝
奏
中
山
親
通
が
担
当
し
た
が
、
軽
服
の
た
め
動

け
な
く
な
っ
た
彼
に
代
わ
り
、
義
政
家
の
奉
行
家
司
で
あ
っ
た
綱
光
へ
と
引
き
継
が

れ
た
。
以
後
、
右
大
臣
二
条
持
通
ら
と
相
談
を
重
ね
な
が
ら
綱
光
は
こ
れ
を
申
沙
汰

し
つ
つ
、
月
末
に
は
義
政
の
正
二
位
昇
叙
の
申
沙
汰
ま
で
担
当
し
て
、
一
連
の
将
軍

昇
進
行
事
に
忙
殺
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

七
月
五
日
の
義
政
の
直
衣
始
は
、
今
回
翻
刻
分
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
綱
光
は

こ
れ
に
関
す
る
別
記
を
二
点
残
し
て
い
る
。
一
点
目
の
『
宝
徳
二
年
足
利
義
成
直
衣

始
申
沙
汰
記
』
は
、
当
日
ま
で
に
決
定
・
調
達
す
べ
き
案
件
・
物
品
の
リ
ス
ト
で
、

実
務
上
の
事
務
書
類
に
近
い
。
紙
背
文
書
は
こ
の
直
衣
始
に
関
わ
る
文
書
で
あ
り
、

準
備
と
同
時
並
行
で
、
そ
れ
ら
を
反
故
に
し
な
が
ら
冊
子
を
作
成
し
、
記
録
を
作
成

し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
二
点
目
の
『
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
』
は
、
前
半
に

は
当
日
の
様
子
が
記
録
さ
れ
、
後
述
の
『
贈
内
府
綱
光
公
記
（
義
政
卿
直
衣
始
）』

に
重
な
る
部
分
が
多
い
。
後
半
に
は
独
自
の
情
報
が
多
く
、
直
衣
始
の
実
務
上
の
議

論
・
問
題
点
ば
か
り
か
、
そ
も
そ
も
直
衣
始
を
行
う
べ
き
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に

ま
で
踏
み
込
ん
で
、
準
備
の
経
緯
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

史
料
紹
介綱

光
公
記

―
―
宝
徳
二
年
六
月
記
・
宝
徳
二
年
足
利
義
成
直
衣
始
申
沙
汰
記
・
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
―
―

遠　
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な
お
七
月
記
日
次
記
の
原
本
は
冒
頭
が
欠
け
て
お
り
、
五
日
条
当
日
の
記
事
は
見

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
勧
修
寺
家
記
録
の
中
に
『
贈
内
府

綱
光
公
記
（
義
政
卿
直
衣
始
）』
と
い
う
七
月
五
日
当
日
の
記
録
が
あ
る
。
こ
の
記

録
は
『
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
』
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
異
な
る
記
述
も
あ

る
。
あ
る
い
は
こ
の
史
料
は
日
次
記
の
写
本
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
綱
光
は

六
月
三
日
に
奉
行
家
司
と
し
て
差
配
を
命
じ
ら
れ
、
同
一
六
日
に
は
中
山
親
通
の
軽

服
に
よ
り
申
沙
汰
を
任
さ
れ
た
。
綱
光
は
両
日
と
も
「
委
細
有
別
記
」
と
記
す
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
記
事
は
現
存
の
別
記
両
点
に
は
見
ら
れ
ず
、
ほ
か
に
も

別
記
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
直
衣
始
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
『
廣
橋
家
旧
蔵

記
録
典
籍
』
の
中
に
綱
光
筆
の
「
義
政
公
直
衣
始
記
」（
Ｈ
六
三
―
五
八
一
）
と
い

う
万
里
小
路
時
房
『
建
内
記
』
宝
徳
二
年
七
月
五
日
条
の
写
本
が
あ
る
。
こ
の
内
容

は
、
綱
光
か
ら
の
情
報
提
供
に
拠
っ
た
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
相
当
部
分
綱
光
の
記

録
と
類
似
し
て
い
る
。
綱
光
は
時
房
に
し
ば
し
ば
教
え
を
乞
う
て
お
り
、
こ
の
日
も

時
房
邸
の
前
を
通
過
す
る
時
に
は
礼
を
尽
く
し
て
い
る
。『
建
内
記
』
当
日
条
の
執

筆
経
緯
、
お
よ
び
そ
の
記
事
を
綱
光
が
写
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
時
房
は
す

で
に
五
七
歳
で
『
建
内
記
』
は
こ
の
時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら
ず
、
宝
徳
二

年
記
も
七
月
五
日
条
の
み
で
あ
る
。

　

直
衣
始
に
戻
る
と
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
義
政
の
直
衣
始
が
祖
父
義
満
の
先

例
か
ら
逸
脱
し
て
い
た
こ
と
で
、
綱
光
自
身
も
含
め
た
公
家
社
会
か
ら
疑
問
が
噴
出

し
た
。
周
知
の
通
り
、
義
満
以
後
の
将
軍
家
で
は
、
基
本
的
に
義
満
・
義
教
親
子
の

先
例
が
踏
襲
す
べ
き
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
拘
束
力
を
持
っ
た
が
、
通
説
的
印
象
と

は
裏
腹
に
、
こ
の
時
期
の
義
政
は
大
き
な
逸
脱
へ
と
踏
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
今
回

翻
刻
の
『
参
仕
記
』
に
よ
り
、
公
家
社
会
の
懸
念
を
よ
そ
に
義
政
一
人
の
強
い
意
志

で
直
衣
始
が
強
行
さ
れ
た
事
実
が
、
当
事
者
綱
光
の
視
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

実
は
こ
の
時
期
、
尾
張
で
は
守
護
代
織
田
氏
の
更
迭
を
め
ぐ
る
紛
争
の
最
中
で
、

斯
波
家
中
が
分
裂
し
た
の
み
な
ら
ず
、
一
方
に
義
政
の
乳
母
今
参
局
が
加
担
し
、
他

方
に
義
政
の
生
母
重
子
が
加
担
す
る
な
ど
、
政
権
中
枢
を
揺
る
が
す
政
争
に
発
展
し

て
い
た
。
加
え
て
、
斯
波
家
中
重
鎮
の
甲
斐
常
治
と
の
姻
戚
関
係
か
ら
、
後
に
義
政

の
「
御
父
」
と
な
る
伊
勢
貞
親
も
介
入
し
、
さ
ら
に
管
領
畠
山
持
国
も
独
自
の
動
き

を
見
せ
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
に
義
政
の
「
御
父
」
の
地
位
を
得
て
い
る
。
宝
徳
二
年

頃
を
境
に
、
応
仁
の
乱
前
の
四
半
世
紀
に
及
ぶ
義
政
期
前
半
に
お
け
る
、
特
筆
す
べ

き
中
央
政
界
の
激
動
期
に
入
る
（
今
回
翻
刻
分
の
、
六
月
の
裏
松
義
資
の
復
権
も
そ

の
一
部
か
）。
そ
の
中
で
家
司
と
し
て
義
政
の
生
の
声
を
聞
き
命
令
を
実
行
す
る
立

場
に
あ
っ
た
綱
光
の
日
記
は
、
当
該
期
政
治
史
の
一
級
史
料
と
し
て
、
ま
す
ま
す
重

要
性
を
高
め
て
ゆ
く
。

　

な
お
、
今
回
翻
刻
分
の
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
日
次
記
の
底
本
は
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
綱
光
公
記
』（
Ｈ
六
三
─
六
六
四
）。
別
記
の
一
つ
は
同
館

蔵
『
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
』（
Ｈ
六
三
─
三
五
七
）
で
、
題
箋
に
「
儀
一
二
五
／

将
軍
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
〈
宝
徳
二
年
七
月
五
日
〉
完
〈
綱
光
公
自
筆
記
〉
壱
巻
／

『
綴
合
も
と
の
ま
ま
』」
と
あ
り
、
末
尾
に
張
り
継
が
れ
た
散
状
以
外
に
は
紙
背
が
な

い
。
別
記
の
い
ま
一
つ
は
同
館
蔵
『
宝
徳
二
年
足
利
義
成
直
衣
始
申
沙
汰
記
』（
Ｈ

六
三
─
五
七
〇
）
で
、
題
箋
に
「
儀
一
二
六
／
宝
徳
二
年
足
利
義
重
直
衣
始
申
沙
汰

記　

一
巻
／
『
綴
合
こ
の
ま
ま
』」
と
あ
り
、
全
紙
に
紙
背
が
あ
る
。

　

末
筆
な
が
ら
、
調
査
・
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
深
謝

申
し
上
げ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
二
〇
Ｋ
〇
〇
九
三
三
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
蔵
資
料

型
共
同
研
究
「『
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
』
を
素
材
と
す
る
中
世
公
家
の
家
蔵

史
料
群
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
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【
凡　

例
】

・
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
文
書
の
貼
り
継
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
た
り
、
異
筆
の
場
合

は
、「　

」
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
文
字
は
お
お
む
ね
現
時
通
用
の
字
体
に
改
め
、
改
行
は
原
則
と
し
て
追
い
込
み
と

し
た
。
傍
書
・
挿
入
箇
所
も
適
宜
本
文
中
に
追
い
込
み
と
し
た
。

・
本
文
に
は
読
点
お
よ
び
並
列
点
を
加
え
た
。
尊
敬
を
表
す
闕
字
は
適
宜
存
し
た
。

・
欠
損
の
箇
所
は
お
よ
そ
の
字
数
を
計
っ
て
□
ま
た
は
0
1
2
で
示
し
た
。
抹
消
さ

れ
た
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
し
、
判
読
不
能
の
塗
抹
文
字
は
、
お
よ
そ
の
字
数
を

計
っ
て
■
ま
た
は

と
し
た
。
判
読
不
能
の
文
字
は
×⃞
で
示
し
た
。
ま
た
残

画
に
よ
り
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
□
の
中
に
示
し
た
。

・
本
文
中
で
校
訂
に
よ
り
改
め
ら
れ
る
べ
き
文
字
や
加
え
ら
れ
る
べ
き
文
字
は

〔　
　

〕、
人
名
注
な
ど
参
考
の
た
め
の
も
の
は
（　
　

）
に
入
れ
傍
に
記
し
た
。

な
お
人
名
注
は
現
在
通
用
す
る
家
名
お
よ
び
名
を
用
い
、
各
月
の
初
出
時
に
示
し

た
（
例
え
ば
室
町
殿
は
足
利
三
春
あ
る
い
は
義
成
で
な
く
義
政
と
し
た
）。
入
道

し
た
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
法
名
を
示
し
、
続
い
て
俗
名
を
示
し
た
。

・
そ
の
他
、
適
宜
○
を
付
し
て
注
記
を
示
し
た
。

【
宝
徳
二
年
六
月
記
】

　
　
　

六
月

一
日
、
晴
、
依
歓
楽
不
出
仕
、
此
旨
内
々
示
遣
日（

勝
光
）野

了
、
早
可
披
露
云
々
、
月
朔
幸

甚
々
々
、
忌
火
御
膳
、
陪
膳
頭（

日
野
勝
光
）

弁
参
云
々
、
今
夜
同
遂
転
任
拝
賀
云
々
、

二
日
、

三
日
、
晴
、
自
中
山
中（

親
通
）納

言
有
使
者
、
来
月
五
日
御
直
衣
始
、
奉
行
家
司
也
、
従〻
御

点

■如
形
、

可
申
沙
汰
、
同
供
奉
事
也
云
々
、
祝
着
畏
入
之
由
得
其
意
可
令
披
露
之
由
返

趣〻答
了
、
今
日
少
々
相
催
者
也
、
今
度
康（

足
利
義
満
）

暦
御
例
云
々
、
委
細
有
別
記
、
抑
康
暦
御
例

四
日

〻

　〻

事
、
不
審
無
他
、
件
度
大
将
御
拝
賀
以
後
也
、
今
度
可
相
違
事
歟
、
定
申
次

委
不
申
達
哉
、
為
之
如
何
、

五
日
、

六
日
、
晴
、
世
間
病
少
無
為
云
々
、
惣
別
珍
重
々
々
、

七
日
、
晴
、
祇
園
祭
礼
無
為
云
々
、
四
条
橋
上
、
新
造
願
主
依
所
望
、
神
幸
云
々
、

風
流
以
下
如
例
、

八
日
、
晴
、
清
水
寺
別
当
、
被
補
修（

光
政
）南

院
、
是
依
御
執
奏
也
、
内
々
以
日
野
令
申

了
、
仏（

俊
祐
）地

院
他
界
間
、
法
隆
寺
別
当
東（

俊
円
）福

〔
北
〕院

申
任
、
此
間
東
福

〔
北
〕院

清
水
寺
別
当
辞
退

間
、
修
南
院
被
申
了
、
勝（

良
雅
）願

院
・
喜（

空
俊
）多
院
・
東（

兼
円
）院

以
下
競
望
云
々
、
仍
喜
多
院
被
補

由
、
内
々
禁
中
有
御
沙
汰
者
也
、
周
章
之
処
為
御
執
奏
被
補
修
南
院
、
申
次
頭
弁

云〻也
、々〻

一
段
眉
目
之
至
、
忝
畏
存
候
也
、
則
一
昨
日
此
仰
趣
、
修
南
院
令
示
知
候〻畢

、也〻
仍

今
日
上
洛
云〻給

云
々
、

々〻
樽
以
下
済
々
送
給
、
入
夜
対
面
、
五
色
等
賞
翫
、
抑
故
裏
松
中（

義
資
）納
言

為
御
執
奏
被
送
贈
官
贈
位
、
予
可
申
沙
汰
之
由
、
夜
前
藤（

烏
丸
資
任
）

中
納
言
示
度
間
、 

於
宣消

息
下
き
と
不
存
例
、
以〻
於
陣
儀
今
夜
不
可
事
行
、
明
日
早
可
申
沙
汰
由
返
答
了
、

仍
今
日
両
局
相
尋
先
例
、
先
申
御
点
、
上
卿
四
条
大（

隆
夏
）納

言
、
少
納
言
業（

清
原
）忠

朝
臣
、
可

相
触
由
被
仰
下
間
、
相
催
処
、
皆
以
故
障
、
但
禁
中
今
御
神
事
中
也
、
無
先
例
、
於

消
息
宣
下
者
、
良（

清
原
）賢

真
人
贈
位
消
息
宣
下
云
々
、
此
外
伊
勢
国
帥
大
納
言
贈
位〻官

、同
消

息
宣
下
也
、
仍
申
談
執（

一
条
兼
良
）

柄
処
、
誠
御
神
事
中
贈
位
事
不
可
然
、
雖
邂
逅
、
已
有
消
息

宣
下
例
上
者
不
可
苦
歟
由
、
被
申
計
間
、
旁
以
被
消
息
宣
下
、
上
卿
日（

柳
原
資
綱
）

野
中
納
言
相

付
処
、
称
所
労
、
入
夜
宣
旨
返
送
、
言
語
道
断
次
第
也
、
度
々
雖
返
遣
、
不
可
請
取

云
々
、
絶
常
篇
者
歟
、
仍
付
四
条
大
納
言
了
、
且
為
祝
着
、
口　

宣
案
所
望
間
、
已

付〻
上
卿
日
野
中
納
言
分
書
遣
了
、
上
卿
相
替
間
即
夜
入
書
改
遣
了
、
頭
弁
絶
常
篇
之

由
返
答
、
勿
論
々
々
、
毎
度
此
卿
資（

柳
原
）

綱
卿
也
、
宣
旨〻下

令
下
知
処
、

下
知
者

〻

〻

〻

称
所
労
・
他
行
返
給
、
以
外

次
第
也
、
頭
弁
今
日
中
可
申
沙
汰
候
由
兼
相
談
間
、
顛
頭
過
法
也
、
大
納
言
贈
官
、

正
二
位
贈
位
也
、
宣
旨
書
様
、
内
々
清（

清
原
業
忠
）

少
納
言
相
談
了
、

　
　

宝
徳
二
年
六
月
八
日　

宣
旨

室（
足
利
義
政
）

町
殿
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故
前権中
納
言
正
三
位
藤
原
朝
臣
義資

、

　
　
　
　

宜
令
作
贈
正
二
位
位
記
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
人
―
―
―

　
　

―
―
―
―
―
―
―
―　
　
　

―
―

　
　
　

故
前
権
中
納
言
正
二
位
藤
原
朝
臣
義資

、

　
　
　
　

宜
贈
大
納
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
人
―
―
―

　
　

口　

宣
二
紙
献
上
之
、
早
可
令
下
知
給
之
状
如
件
、  

　
　
　
　
　

―
―
―
―　
　

権
右
中
弁
―
―
奉
、

　
　

進
上　

四
条
大
納
言
殿

大（
唐
橋
在
治
）

内
記
就
此
事
度
々
来
、
雖
消
息
宣
下
、
可
有　

宣
命
歟
司〻事
也
、
有
内
々
所
望
者
遣

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

云
々
位
記
計

〻

〻

〻

〻

〻

令
遣
云
々

〻

〻

〻

〻

九
日
、
晴
、
修
南
院
被
参　

室
町
殿
、
申
次
頭
弁
也
、
御
樽
等
被
進
上
云
々
、
頭
弁

被
遣
折
紙
云
々
、
禁
裏
五
色
一
荷
・
御
樽
二
荷
被
進
上
、
修
南
院
、
予
申
次
、
則
有

女
房
奉
書
、
加
仰
字
等
進
修
南
院
了
、
伝
奏
万（

万
里
小
路
冬
房
）

里
、
樽
等
被
遣
云
々
、

十
日
、
晴
、
明
日
月
次
祭
分
配
也
、
依
歓
楽
申
故
障
之
趣
、
神
今
食
又
卜
合
也
、
同

故
障
之
趣
申
入
了
、
左（

甘
露
寺
親
長
）

中
弁
参
向
云
々
、
上
卿
可
尋
記
、
参
議
菅（

東
坊
城
益
長
）

宰
相
、
少
納
言
業

忠
朝
臣
云
々
、

十
一
日
、
晴
、
夕
立
、
藤
中
納
言
母
他
界
云
々
、
云
仏
地
院
連
続
、
不
便
々
々
、

十
二
日
、
晴
、
御
月
忌〻忌
如（

綱
光
父
兼
郷
、文
安
三
年
四
月
一
二
日
没
）

例
、

十
三
日
、
晴
、
正
誕
生
間
、
有
瑞
雲
院
祈
祷
、
今
夜
別
殿
行
幸
、
早
参
依
歓
楽
不

参
、
奉
行
蔵（

勧
修
寺
経
茂
）

人
権
佐
也
、

十
四
日
、
晴
、
祇
園
御
霊
会
、
風
流
以
下
如
例
、
無
為
云
々
、
四
条
橋
上
神
幸

云
々
、
珍
重
々
々
、
是
新
造
故
也
、
願
主
所
望
也
、
予
歓
楽
本
腹

〔
復
〕所

自
愛
也
、
典
薬

頭
盛（

丹
波
）長

朝
臣
良
薬
也
、

十
五
日
、
晴
、
今
日
祇
園
臨
時
祭
也
、
奉
行
蔵
人
権
佐
也
、
云〻
無
催
、
歓
楽
未
悉
本

腹〔
復
〕間

旁
不
参
、
後
聞
、
件　

宣
命
不
相
催
間
、
臨
期
及
違
乱
云
々
、
言
語
道
断
事

也
、
奉
行
未
練
、
為〻為
之〻之
如
何
、
少
内
記
中
原
康
顕
俄
草
進
云
々
、
頭
弁
勝（

日
野
）光

朝
臣
早

参
、

十
六
日
、
晴
、
有
権
中
納
言
親（

中
山
）通

卿
使
者
云
、
俄
有
軽
服
事
、
仍御直
衣
始
申
沙
汰
不

可
叶
間
、
自
今
至
当
日
、
一
向
可
申
沙
汰
云
々
、
為
時〻宜
儀
上
者
不
能
左
右
事
也
、
所

詮
返
答
云
、
毎
事
未
練
不
具
、
旁
以
迷
惑
候
、
乍
去
先
可
存
知
候
、
畏
入
由
可
得
其

意
由
仰
遣
了
、
抑
今
度
之
儀
、
返
々
御
沙
汰
之
次
第
等
不
審
、
仍
申
沙
汰
事
大
事

也
、
但
大
略
以
前
伝
奏
申
沙
汰
間
、
於
後
々
事
ハ
兎
も
角
も
予
不
可
成
未
尽
申
沙
汰

段
勿
論
候
間
心
安
也
、
申
沙
汰
者
祝
着
也
、
委
細
有
別
記
、
入
夜
半
更
以
後
月
蝕
、

御
祈
誰
人
哉
、
可
尋
知
、

十
七
日
、

十
八
日
、
晴
、
夕
陽
之
時
分
雨
下
、
雷
気
甚
、
今
日
日
野
亭
中（

親
通
）山

等
出
向
、
条
々
尋

沙
汰
、

十
九
日
、
晴
、
早
旦
参
右（

二
条
持
通
）

府
御
亭
、
今
度
御
直
衣
始
条
々
尋
了
、
次
今
度
之
御
沙
汰

次
第
不
審
、
存
何
御
例
候
哉
、
承
及
候
分
、
康
暦
御

二
年

例
云
々
、
件
度
大
将
御
拝
賀
以

前〻後
候
、
今
度
大
納
言
御
拝
賀
以
前
候
、
可
相
違
事
候
歟
、
如
何
、
定
宜
様
計
御
申
候

哉
由
申
入
了
、
則
返〻
承
云
、
今
度
之
御
行
粧
之
儀
、
不
可
然
由
雖
申
入
、
依
申
次
不

達
歟
、
忩
可条
進々
注
之
由
被
仰
之
間
、
無
力
、
任
宜
儀
了
云
々
、
此
趣
尤
歟
、
但
毎
事

被
申
計
上
者
、
能
々
分〻不
被
申
決
哉
、
室
町
殿
御
意
、
右
府
被
任
計
御
申
間
、
い
か
程

も
此
子
細
不
被
申
達
哉
、
珍
事
為
之
如
何
、
又
申
次
未
盡
也
、
彼
是
可
謂
珍
事
、
然

而
今
度
之
儀
、
毎
事
省
略
御
沙
汰
也〻云

々
、於

御
僮
僕
者
、
康
暦
御
例
同
事
也〻由
承
者
也
、
莫

言
々
々
、
入
夜
、
着
束
帯
参　

内
、
是
内（

三
条
西
公
保
）

府
拝
賀
、
為
申
次
也
、
今
朝
自
頭
弁
被
与

奪
故
也
、
暁
更
之
時
分
先
参
内
、
経
床
子
座
前
進
弓
場
、
予
自
無
名
門
、
不
持

笏
、
内
府

答
揖
、
予
同
之
、
則
参
御
所
方
、
無
程
帰
出
、
今
度
持

笏
、

予
揖
、
内
府
答
揖
之
後
、
帰

入
、
毎
度
左

廻
、

次
内
府
舞
踏
、
了
後
、
入
無
名
門
、
昇
小
板
敷
、
着
殿
上
端
座
、
毎
度

揖
如
例
、
則
入
上
戸
、
内
々
御
対
面
、
宜

〔
議
〕定

所
、
予
申
次
、
又
入
上
戸
帰
着
端
座
、

近
代

〻

〻
〻
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無
程
自
無
名
門
経
床
子
座
前
退
出
、
無
着
陣
之
儀
、
抑
行
粧
微
々
也
、
自
里
亭
出

立
、
先
殿
上
前
駈
教（

滋
野
井
）

国
朝
臣
・
教（

勧
修
寺
）

秀
朝
臣
有
舅
号
故
不

供
奉
云
々
、
・
親（

甘
露
寺
）

長
朝
臣
当
時
親
類

故
也
、

・
季（

阿
野
）遠

朝

臣
、
次
地
下
前
駈
三
人
交
名
可

尋
知
、
先
行
列
可
為
地
下
前
駈
歟
、
如
何
、
定
有
例
哉
、
不

審
、
内
府
毛
車
、
如
木
雑
色
四
人
・
如
木
牛
童
等
・
小
雑
色
召
具
、
後
衛
府
長
一

人
、
着
白

綾
、
次
地
下
前
駈
一
人
、
次
帥（

正
親
町
三
条
実
雅
）

大
納
言
、
毛車

、
如
木
雑
色
一
人
、
次同
三（

正
親
町
三
条
公
綱
）

条
中
納

言
、
車
後
衛
府
侍
一
人
召
具
了
、
神
妙
行
粧
也
、
抑
殿
上
前
駈
不
取
松
明
、
勿
論

歟
、
弁
官

■
二
人
持
笏
、
勿
論
歟
、
殿
上
弁
官
猶
不
持
歟
、
次
参　

仙
洞
云
々
、

申
次
親
長
朝
臣
也
云
々
、
先
内
府
拝
賀
以
前
、
左（

万
里
小
路
冬
房
）

大
弁
宰
相
拝
賀
、
極（

五
辻
政
仲
）

﨟
遅
参
間
、

予
祗
候
間
、
内
々
有
相
談
了〻旨

、予
勤〻出

逢申
次

〻

〻

同
内
府
、
舞
踏
了
、
入
無
名
門
自
神
仙
門
着

殿
上
、
無
程
入
無
名
門
直
着
陣
、
先
経
床
子
座
前
了
、
内
々
参
御
前
、
次
参
仙
洞

云
々
、
行
粧
前
駈
一
人
・
如
木
雑
色
一
人
・
小
雑
色
三
四
本
計
也
、
先
参　

室
町
殿

之
由
、
頭
弁
被
相
語
了
、
門
前
行
列
間
見〻
頭
弁
見
物
、
間〻乍

立砌
上
、
進
一
盞
、
青
侍
同

有
一
盞
、
不
無
其
興
者
也
、

廿
日
、
晴
、
東
院
得（

兼
尋
カ
）

業
上
洛
、
五
色
以
下
送
給
者
也
、
自
今
日
於
等
持
寺
被
行
御
八

講
、
行
事
弁
教
秀
朝
臣
云
々
、
参
仕
公
卿
可
尋
記
、
自
南
都
光
明
院
・
東
院
両
院
家

参
候
云
々
、
以
外
無
人
也
、
自
余
僧
正
等
可
尋
記
、

廿
一
日
、

廿
二
日
、

廿
三
日
、
晴
、
有
権
中
納
言
使
者
、
来
廿
七
日
室
町
殿
御
加
級
可
申
沙
汰
云
々
、
畏

入〻承
由
申
入
了
、
上
卿
北（

木
造
持
康
）

畠
大
納
言
也
、
入
夜
大
地
震
、

廿
四
日
、
晴
、
参
普（

足
利
義
教
、嘉
吉
元
年
六
月
二
四
日
没
）

光
〔
広
〕院
、
今
日
正
御
月
忌
也
、
今
日
御
八
講
結
願
也
、

廿
七
日
、
晴
、
未
一
点
着
束
帯
参　

内
、
是
■室
町
殿
御
加
級
依
申
沙
汰
也
、
上
卿
北

畠
大
納
言
、
大
内
記
在
治
参
陣
、
頃
之
上
卿
着
陣
、
着
端

〻

〻

先
予
覧
蔵
人
方
吉
書
、
軾
、

則
予
帰
給
結
申
退
、
於
床
子
前
下
史
、
次
於
軾
仰
々
詞
、
以
従
三
位
源
朝
臣
可
叙
正

二
位
、
令
作
位
記
ヨ
、

上
卿

唯
、
予
退
、
左
、

次
上
卿
召
官
人
、
召
内
記
、
々
々
参
軾
、
上
卿
被
仰
々
詞
歟
、
次

上
卿
撤
軾
退
出
、
予
以
下
直
参　

室
町
殿
、
祝
言
由
以
永（

高
倉
）継

申
入
、
今
不
可
有
御
対

面
、
重
可
参
賀
由
也
、
仍
上
卿
等
先
退
出
、
内
記
祗
候
、
砂
金
十
両
如
例
被
下

云
々
、
頃
之
着
直
垂
参　

室
町
殿
、
人
々
御
太
刀
進
上
之
後
、
申
入
上（

日
野
重
子
）

様
退
出
、
相

当
申
沙
汰
表
万
歳
之
儀
、
自
愛
祝
着
無
極
幸
甚
々
々
、
大
外
記
宗（

清
原
）

賢
、
等
参
陣
了
、

請
印
近
代
無
之
、
仍
少
納
言
等
不
参
、

廿
九
日
、
晴
、
入
夜
少
雨
下
、
今
夜
任
大
臣
節
会
也
、
奉
行
頭
弁
、
勝
光
朝

臣
、

右 

大
将
実
量

（
三
条
）卿

任
内
大
臣
云
々
、
上〻内
卿〻弁

久
我
大（

通
尚
）納

言
、
外
弁
三
条
中
納
言
・
新
中
納
言

俊（
坊
城
）

秀
卿
、
・
左
大
弁
宰
相
、
冬
房
朝

臣
、

少
納
言
業
忠
朝
臣
、
弁
教
秀
朝
臣
等
参
陣
、
両
局
・
内

記
在
治
同
参
陣
、
但
於
内
記
俄
不
参
、
少
内
記
勤
仕
也
、
■不

参何
哉
、
無
謂
、
可
尋

記
、
予
指
雖
無
参
役
依
催
早
参
、
権
佐
早
参
、
頃
之
内
弁
着
陣
、
事
儀
大
略
如
例
、

先
奏　

宣
命
、
于
時
雨
下
、
不
被
奏
雨
儀
、
直

西
軒
下
奏
聞
、
不
審
事
也
、

頭
弁
雖
雨
儀
自
無
名
門
出
逢
、
内
弁
進
退
始

終
可
謂
散
々
、
諸
人
笑
微
、
為
之
如
何
、
予
召
内
侍
扶
持
、
依
頭
弁
与
奪
也
、
事
終

退
出
、
■
今
度
無
除
目
、
小
折
紙
一
紙
書　

勅
筆
被
遣
奉
行
、
○
後

欠
、
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『
足
利
義
成
直
衣
始
申
沙
汰
記
』

宝
徳
二
七
五

大（
足
利
義
政
）

納
言
御
直
衣
始
申
沙
汰
条
々
、

衛
府
長

御
後
官
人

御
車
副
二
人

牛
童
一
人
此
外
口
取

二
人
、

扈
従
公
卿
七
人

以
康
暦
御
例
注
進
之
、

条
々

〻

〻
御
装
束
方

〻

〻

〻

〻

藤
宰

〻

〻

相
一

〻

〻

向
沙
汰

〻

〻

〻

　
　

条
々
兼日

、

一
、
御
装
束
方
藤（

高
倉
永
豊
）

宰
相
一
向
沙

汰
、
色
目
有
右
、

一
、
御
車
方

毛被
加
修
理
、

車　
　

御有
御
倉
、

下
簾
蘇
芳
、

如
常
、　
　

御有
御
倉
、

榻
黒
金
物
、
散

物
可
然
、

御有
御
倉
、

鞦　
　

大
綱
白
、

被
新
調
、　
　

雨有
御
倉
、

皮
桛
仗
、

結
布
、

　
　
　

此
外
御
簾
・
半
畳
新
調
、

一
、
御
車
、
為
被
渡
人
夫
卅
人
、
仰
鴨
社
々（

梨
木
祐
清
）

務
了
、

一
、
御
牛
童

如
木
、持
榻
、同

水
干
牛

童
二
人
、
事
、
被
下
御

訪
、

一
、
番
頭
事
同
被
下
御
訪
、

八
人
也
、

一
、
退
紅
仕
丁
釜
殿
沙
汰
立
、
被

付
御
訪
、
雨
皮
持
、

一
、
白
張
仕
丁
御
笠
持
料
、
一
向

政武
家所
沙
汰
也
、

　
　

同
御
笠
・
同
袋
・
御
筒
・
御
沓
柳筥

、

　
　

以
上
、
政
所
如
例
用
意
之
、
仰
遣

了
、

一
、
扈
従
公
卿
・
殿
上
人
事
御
点

也
、

一
、
前
駈
十
人
有
御
訪
、

尋
試
交
名
載
散
状
、

一
、
同
馬
総
事
仰
飯
尾
左（

為
数
）

衛
門

大
夫
遣
折
紙
、

一
、
衛
府
長
被
下
御
訪
、

武（
下
毛
野
）

春
也
、
　

一
、
付
花
事
、
松
葛
、
送
一
枝
□
松
は
無
之
、
入
江
殿
被

申
云
々
、

　
　

同
鞍
・
皆
具
事
仰
飯
尾
左
衛

門
大
夫
、

水愚
物
、干

鞍
黒
移
猶
可
然
、

但
近
代
儀
也
、　

鐙
舌
長
、
黒
移
時
用
之
由

右（
二
条
持
通
）

府
仰
也
、
不
審
、

同
付
花
事

〻

〻

〻

〻

松
に
つ

〻

〻

〻

た
云
々

〻

〻

〻

轡有
御
倉
、

公
方
、
但
常

不
苦
云
々
、　
　
　

  

切於
御
倉
新
調
、

付
あ
た
ら
し
、
猶
つ
ゝ
ら
可

然
、
黒
移
時
豹
皮
云
々
、

表同
上
、敷

師
子
丸
、

如
常
、　
　
　
　

 

刀〔
力
〕革

同
上
、

同前
、

泥
障
く
ま
、
黒
移
同

事
也
云
々
、
　
　

手被
新
調
、

綱
腹
帯
如常

、

引
差
縄
白
、　

　
　
　
　

差有
御
倉
、

々
縄
打交

、　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

畝同
、不

付
総
、
今
度
之

儀
也
、
右
府
仰
也
、

一
、
衛
府
侍
十
人
飯
尾
左
衛
門
大

夫
、
可
尋
交
名
、

一
、
帯
刀
二
人
同右

、

一
、同

右
、御

後
官
人
赤衣

、

　
　

同
鞍
・
太
刀
、
沃
懸
地
無

文
云
々
、

一
、
僮同

、僕
可
尋

知
、

　
　

政
所
方

御
笠
持
仕
丁
白張

、　
　

御
笠
袋
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御
笠　
　
　
　
　
　

 

御
沓
副
柳

筥
、

松
明
事　
　
　
　
　

 

御
筒

一
、
御
路
事
、
可
伺

定
、

一
、
掃
除
事

一
、
辻
固
事

　
　
　

以
上
仰
飯
尾
左
衛
門
大
夫
、

一
、
行
列
事

一
、仰

官
、左

衛
門
陣
代
事

一
、
御
次
第

　
　

当
日
方

一
、
御
身
固
在（

勘
解
由
小
路
）

貞
卿
、

一
、
御
加
持
三（

義
賢
）

宝
院
、

一
、
御
祈
事
前
五
日
、
自
七
月
一
日
被
□

〔
仰
カ
〕

御
持
僧
、
以
奉
書
所
々
触
申
、

一
、
刻
限
事
可
伺

定
、

一
、
御
簾
・
御
沓
役
事
同
可
伺

定
、

一
、
可
進
上
散⃞
状
事

一
、
常

〔
掌
〕灯

事
仰
御
所
持〔

侍
カ
〕

、
代
百
疋
、

遣
飯
尾
左
衛
門
大
夫
、

『
義
政
公
直
衣
始
参
仕
記
』

宝
徳
二
年
七
月

□〔
五
日
〕□

丁未
、
天
晴
風
静
、
今
日
室（

足
利
義
政
）

町
殿
征
夷
大
将
軍
、
権
大
納
言
、

□
〔
従
二
〕□
位
、
十
六
歳
、
義
ー成
、
御
参　

内
也
、
雖
御
拝
賀

以
前
内
々
為
御
直
衣
始
儀
、
依
奉
行
家
司
并
供
奉
、
午
一
点
計〻着

束
帯
、
如
日

来
、
駕
小
八

葉
車
、
長
物
見
事
、
新
調俄不
事
行
之
間
、

冬（
万
里
小
路
）

房
卿
貫
首
以
前
車
借
請
之
、

僮
僕
小
舎
人
童
如
木
、

二
藍
、
一
人
、
如
木
雑
色
一
人
、
孫
□

〔
衛
カ
〕門

、
平
礼
、

下
Ｐ
乱
緒
、

小
雑
色
□
□
重
朽
葉
衣
、
牛
童
、
薄
青
、
上
結括
、
尤
可
下
結括
也
、
白

張
仕
丁
、
持
笠
、
沓
有
袋
下
中
、
如
常
、
筒
指
腰
、
張
筵
副
持
之
、
召
具
、
先
参
内
□
内
々
儀
、
御
装
束

以
下
加
検
知
退
出
、
直
参　

室
町
殿
、
自
四
足
門
参
仕
、
地
下
前
駈
等
少
々
已
参
候

程
也
、
先
遣
下
家
司
盛（

中
原
）

継
、
散
状
、
次
第
相
触
了
、
頃
之
人
々
参
集
、
申
刻
計
令
着

御
直
衣
給
、
藤（

高
倉
永
豊

宰
相
父
子

奉・
永
継
）
仕
之
、

□〔
薄
〕色

御
指
貫
、
御
文
鳥
多

須
幾
也
、
生
白
御
単
、
紅
打
御
衣
、
紅
御
下
袴
、

御
装
束
事
畢
、
於
公
卿
座
有
御
加
持
、
三（

義
賢
）

宝
院

准
后
、
次
有
御
身
固
、
在（

勘
解
由
小
路
）

貞
卿

参
勤
、
抑
無
公
卿
着
座

之
儀
、
晴
之
時
可
有
此
儀
歟
、
右（

二
条
持
通
）

府
兼
日
御
次
第

作
進
給
、

参
給
、
御
前
令
見
訪
給
由
也
、
則
自

閑
所
退
出
給
、
自
公
卿
座
前
階
下
御
、
先
公
卿
以
下下
中殿

、門
廊
戸
前
列
立
、
東
上
南
面
、
殿
上
人
列

此
末
、
前
駈
一
列
車
■
宿
前
、
東
上
北
面
、
諸
卿
等
蹲
居
、 

教（
滋
野
井
）

国
朝
臣
献
御
沓
、
衛
府
長
候
砌
外
、
前
駈
右
、　

衛
府
長
左
、
於
四
足
門
下
御
乗
車
、
檳
榔　

御
車
、
左
京

大
夫
相（

惟
宗
）豊

朝
臣
開
替

〔
輦
〕戸

、
引
出
懸
筵
、
立
御
榻
、
次
頭
右
大
弁
勝（

日
野
）光

朝
臣
塞

〔
褰
〕御

簾
、

乗
御
之
後
令
巻
上
御
前
方
簾
給
、
路
次
行
列
、
先
前
駈
笠
持
、
二行

、
次
前
駈
十
人
二行

、

以
下
臈
為
先
、
相
豊
朝
臣
・
匡（

大
江
）

国
朝
臣
・
康（

源
）俊

・
頼（

高
階
）

弘
・
兼（

源
）益

・

行（
惟
宗
）
実
・
富（

源
）治
・
康（

源
）宣
・
頼
富
・
久（

源
）任
、
以
上
衣
冠
下
結括
、
半
靴
、
次
番
頭
八
人
、二行
、
次
帯
刀
二
人
、二
行
、

歩
行
、 

‌

伊
勢
備
中
守
貞
親
・

同
因
幡
守
貞
仲
、

次
御
車
、
御
車
副
二
人
、
如
木
、
御
牛
童
、
如
木
、　

二
藍
狩
衣
、
金
襴
ノ
ホ
リ
ハ
タ
袖
有
之
、

副
御
牛
童
二
人
、
水
干
、
織
物
、

釜注
也
、殿

着
退
紅
持
雨
皮
、
在
左

方
、
白
張
仕
丁
、
持
御

笠
、
次
衛
府
長
、
下
毛
野
武
春
、
白
襖
、
付
花
松

葛
、
水
干
鞍
、
鞦
、
不
付
総
、
次

布
衣
侍
十
人
、
二
行
、

騎
馬
、 

千
秋
駿
河
守
持
季
・
松
田
上
野
介
信
朝
・
小
早
河
備
後
守
煕
平
・
長
伊
豆
守
信
康
・
朝
日

近
江
守
教
貞
・
玉
置
民
部
少
輔
継
直
・
宮
下
野
修
理
亮
教
元
・
杉
原
伯
耆
左
京
亮
親
宗
・

小
串
次
郎
左
衛
門
尉
成
行
・

松
田
次
郎
左
衛
門
尉
元
秀
、
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次
御
後
官
人
、
五
位
尉
佐
々
木
近
江
守
持
綱
、
赤
衣
束
帯
、
々
弓
箭
、
尤
可

為
布
袴
事
也
、
鞍
・
太
刀
浴
懸
地
、
此
外
就
僮
僕
有
不
審
事
、

次
扈
従
公
卿
、
左
衛
門
督
持（

正
親
町
）

季
卿
、
直
衣
下
Ｐ
、
駕
毛
車
、
垂
車
簾
、

布
衣
随
身
一
人
以
下
也
、

花
山
院
中
納
言
定
嗣
卿
、
直
衣
下
Ｐ
、
紅
打
衣
、
八
葉
車
、
差
綱
、
上
車
簾
、

以
下
同
之
、
掻
副
衣
冠
諸
大
夫
一
人
、
衛
府
長
一
人
以
下
也
、

西
園
寺
中
納
言
実
遠
卿
、
束
帯
、
毛
車
、

前
駈
一
人
、
衛
府
長
一
人
以
下
也
、

日
野
中
納
言
資（

柳
原
）

綱
卿
、
直
衣
下
Ｐ
、
紅
打
衣
、
毛
車
、
如
木
雑
色
以
下
也
、
抑
退
紅
仕
丁
持
雨
皮
付
ゝ
、

カ
セ
、
院
宮
外
不
可
付
之
、
不
可
説
々
々
々
、
只
雨
皮
計
可
持
也
、
為
後
不
審
少
注
之
、

侍
従
宰
相
持（

下
冷
泉
）

為
卿
、
衣
冠
下
Ｐ
、
八
葉
車
、
差
綱
、

小
雑
色
以
下
也
、

左
大
弁
宰
相
冬
房
朝
臣
、
束
帯
、
毛
車
、
如
木
雑
色
以
下
也
、

父（
万
里
小
路
時
房
）

公
前
過
之
時
不
及
下
車
、
不
□〔

下
車
カ
〕

□
簾
、
知
他
行
故
云
々
、
兼
日
有
沙
汰
歟
、

次
殿
上
人

頭
右
大
弁
勝
光
朝
臣
小
八
葉
車
、
長
物
見
、
如

木
童
・
如
木
雑
色
以
下
也
、

伯
中
将
忠（

白
川
）富

朝
臣
文
車
、
随
身
、

如
木
童
以
下
也
、

内
蔵
頭
顕（

山
科
）言

朝
臣
文
車
、
随
身
、

如
木
童
以
下
也
、

北
畠
中
将
教
親
朝
臣
文
車
、
随
身
、

如
木
童
以
下
也
、

右前
内
府
前
過
之
時
下
車
簾
、

中
弁
教（

勧
修
寺
）
秀
朝
臣
小
八
葉
車
、
切
物
見
、

如
木
雑
色
以
下
也
、

滋
野
井
少
将
教
国
朝
臣
文
車
、
随
身
、

如
木
童
以
下
也
、

予
前
内
府
前
過
時
下
車
簾
、
同
頭
弁
之
所
為
、
小
八
葉
車
、
長
物

□
〔
見
〕、
依
大
臣
子
孫
也
、
如
木
童
・
如
木
雑
色
以
下
也
、
見
右
、

左
兵
衛
佐
永（

高
倉
）継

文
車
、
随
身
、
如
木
童
以
下
也
、

後
聞
、
不
召
具
如
木
童
云
々
、

以
上
各
束
帯
、
御
路
、
一
条
東
行
、
万
里
少
路
南
行
、
中
御
門
西
行
、
東
洞
院
北

行
、
於
陽
明
門
代
正
親
町
以
南
土
御
門
以

北
、
主
殿
寮
開
幔
門
、
御
下
車
、
御
沓
役
人
以

下
如
初
、

自
左
衛
門
陣
御
参　

内
、
自

高
遣
戸
内
々
御
参
常
御
所
、
庭
上
着
御
等

儀
不
及
見
、
三
献
女
房
候

陪
膳
、
後
御
退
出
、
於
中
御
門
辺
取
松

明
、
還
御
兼
仰
御
所
侍
掌

灯
等
用
意
之
、
之
後
、
於
公
卿
座
、
扈
従
人
々
御
対
面
、
予
申
次
之
、
各
進

上
御
太
刀
了
、
次
人
々
参
集
大（

日
野
重
子
）

方
殿
御
方
、
申
入
珍
重
由
退
出
、
于
時
微
雨
下
、
終

日
不
降
、
諸
人
悦
喜
者
也
、
無
為
無
事
、
惣
別
大
慶
々
々
、
抑
無
風
雨
難
御
祈
事
、

相
触
御
持
僧
達
畢
、
自
去
一
日
致
懇
念
、
各
御
巻
数
進
上
之
、
件
奉
書
文
章
不
審
之

間
、
請
指
南
万
里
少
路

前
内
府
、
書
之
者
、
鹿（

足
利
義
満
）

苑
院
殿
任
槐
御
昇
進
以
後
、
扈
従
之
輩
、
以
内
々

儀
相
触
云
々
、
旁
今
度
内
々
儀
叶
理
者
也
、
有
別
紙
、
今
度
之
儀
、
案
之
、
康
暦
度

大
将
御
拝
賀
以
後
也
、
代
々
御
拝
賀
以
後
有
御
直
衣
始
儀
之
間
、
其
以
前
者
、
鹿
苑

院
殿
等
内
々
令
着
御
直
衣
給
歟
、
今
御
直
衣
始
号
事
、
不
可
然
者
哉
、
尤
令
錯
乱
、

為
之
如
何
、
然
去
二
日
、
以
頭（

日
野
勝
光
）

闌
〔
蘭
〕被
申
右
府
云
、
任
康
暦
御
例
、

被
計
申
故
也
、
御
直
衣
始
御
沙
汰

事
、
有
例
由
承
間
、
得
其
意
処
、
被
及
聞
思
食
候
ヘ
は
、
無
例
事
候
け
り
、
以
外
次

第
、
以
趣
種
々
有
御
聞〻問

題〻趣

旨
、
仍
今
度
御
直
衣
始
事
不
可
然
候
、
御
拝
賀
以
後
御
沙

汰
可
然
之
由
、
以
前
度
々
令
申
候
き
、
無
其
御
返
事
、
只
忩
御
出
以
下
事
可
注
申
之

由
、
被
仰
之
間
、
一
紙
注
進
了
、
定
申
次
不
達
候
哉
、
但
殿
上
着
御
等
儀
御
略
之
上

者
、
内
々
儀
勿
論
也
、
於
御
行
粧
者
、
旧
は
内
々
出
仕
も
為
如
此
、
然
何
可
被
用
晴

儀
候
哉
之
由
、
被
申
之
間
、
時
宜
無
子
細
、
令
遂
其
節
給
条
、
先
以
珍
重
々
々
、
折節

条
々
為
申
談
、
参
候
右
府
御
亭
之
間
、

此
題
目
於
傍
経
耳
旨
、
少
注
之
、

御
次
第
被
改
直
内
々
分
重
作
進
云
々
、
仍
毎
事
内
々
儀

也
、
前
後
相
違
、
莫
言
々
々
、
御
次
第
端
書
は
御
参　

内
ト
可
被
載
歟
、
御
直
衣
始

ト
被
載
之
条
、
不
叶
理
者
哉
、
御
散
状
御
直
衣
始
ト
載
之
、
任
御
次
第
畢
、
就
中
、

予
一
向
申
沙
汰
事
、
去
月
十
六
日
中
山
中（

親
通
）納

言
申
送
云
、
軽
服
事
俄
出
来
之
間
、
申

沙
汰
不
可
叶
、
大
略
雖
事
具
、
自
今
至
当
日
、
就
奉
行
家
司
、
可
申
沙
汰
之
由
被
仰

下
云
々
、
畏
承
之
旨
返
答
了
、
今
日
辻
固
如
例
、
武
家
奉
行
飯
尾
左
衛
門
大
夫
為
数

也
、
布
施
民
部
大
夫
貞
基
相
加
云
々
、
皆
以
直
垂
也
、

一
、
衛
府
長
騎
馬
具
事
、
毎
度
自
御
所
被
備
下
云
々
、
宝
僮

〔
幢
〕寺

供
養
之
時
、
祖（

広
橋
兼
宣
）

父
申

沙
汰
之
時
分
明
也
、
仍
仰
伊
勢
備
中
守
并
左（

飯
尾
為
数
）

衛
門
大
夫
等
処
、
無
御
倉
、
無
余
日
、

旁
可
如
何
哉
云
々
、
雖
可
為
黒
移
、
及
闕
如
者
愚
物
水
干
鞍
可
召
進
由
、
両
人
相
談

之
間
、
尤
可
然
云
々
、
水
干
鞍
又
不
可
有
子
細

由
、
右
府
被
計
申
故
也
、
鞍
・
舌
長
等
遣
御
蔵
、
加
修
理
、
猶
切
付

等
者
悉
御
新
調
也
、
籾（

慈
照
）井

奉
行
之
、
宝
僮

〔
幢
〕寺

供
奉
之
時
、
水
干
鞍
勿〻由

分論
也

〻

〻

明
也
、

「（
貼
継
紙
、折
紙
、綱
光
筆
）

万
里
小
路
前（

時
房
）

内
府
門
前
過
之
時
下
車
簾
、
尤
雖
可
下
車
不
私
故
也
、
御
出
以
前
有
此
沙
汰
、
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一
、
御（

足
利
義
政
）

所
様
令
進
上
散
状
也
、�

強
紙
書
之
、
右
府
等
書
進
に
は
頭（

日
野
勝
光
）

弁
殿
不
書
、
只
勝

光
朝
臣
ト
如
常
書
之
、

　
　

御
直
衣
始

　
　
　

扈
従
公
卿

左（
正
親
町
持
季
）

衛
門
督　
　

花
山
院
中
納
言

三（
正
親
町
三
条
公
綱
）

条
中
納
言　

西
園
寺
中
納
言

日
野
中
納
言　

侍
従
宰
相

冬
房
朝
臣

　
　
　

殿
上
人

頭此
殿
字
伝
奏
如
此
書
、是
故
如
此
、

勝
光
朝
臣
、

弁
殿　
　
　

忠
富
朝
臣

顕
言
朝
臣　
　

教
親
朝
臣

教（
折
裏
）秀
朝
臣　
　

教
国
朝
臣

永⃞
継　
　
　
　

綱
光

　
　
　

地
下
前
駈

相
豊
朝
臣　
　

匡
国
朝
臣

康
俊　
　
　
　

頼
弘

兼
益　
　
　
　

行
実

富
治　
　
　
　

康
宣

頼
富　
　
　
　

久
任

　
　
　

衛
府
長

下
毛
野
武
春

　
　
　

官
人

持（
佐
々
木
大
原
）

綱�

」




